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銀鈴処理における

ターーンアラウンド・システム

斎　藤　秀　紀

　o．序

　国立国語研究所靴下国研）では，各種の用語用字調査を進めてきたが，調

査規模の拡大と期間の短縮を図るため，昭和殿年にHITAC－3010（20等親）型

コンピュータを導入した◎これらのコンピュータ・システムは，同年に発足し

た，　噺聞の語彙調査」に使用され，以後，並行して早早の自動処理研究，用

例作成等に利用されてきた。しかし，これらのシステムは，磁気テーープを主体

とした装置であり，記憶容量も比較的小さかったため，昭和49年に「高等学校

教科書の用語調査」として発足する調査には，新型コンピュータHITAC－8250

（98KB）に機種変更した。また，翌50年には，漢字テレタイプ附属モニタ印字

装置に代わるものとして，罵速漢字プリンタNEACC5210Dを導入した。

　本稿では，これらのシステムの導入に関して，検討の対象となった，基本的

事項，システム機能，漢字プリンタと光学記母読み取り装置によるターンアラ

ウンド処理，漢字ディスプレイによるデータ校正処理の概要を述べ，これらの

システムが用語調査に対し，効果的に適用できることを示すとともに，従来の

システムとの相違点と適用可能な応用面について概説する。

1．漢字プリンタ導入の背景

　昭和殿年にHITAC－3010とタ要に導入した，漢字入出力装置は印字速度は毎

分120字と非常に遅く，収容字種も総数2400字に湖限された装置であった。漢

字プリンタの導入は，これらの装置の低速を補うことと印字字種の拡張を隠的
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に計画されたものである。しかし，システムの検討を進めるうちに，汎用の漢

字処理システムと，より大きな機能を持ったシステムへと要求が拡大していっ

た。一つには，従来のコンピュータ処理方式が大量処理向きのバッチ処理形態

であったため，かならずしも，研究者の研究上の要請と一致していなかったこと

による。ターンアラウンド処理機能は，このような背景のもとで計画され，各

装置は可能な隈り，この線にそって構成されている。しかし，これら漢字プリ

ンタ，OMR装置によるターーンアラウンド処理については，装置の開発の方向

づけが明確になされていないため，各装置問のプリンタによるマーク位置と

OMR装置の記号検出位置の調整，静電記録用紙によるOMRシートの作成，

またシートが作業緩表として十分使用可能であることが大きな問題となった。

以上の点について，我々が要求した基本機能は次の五項目であるが以下個々の

機能と問題点について述べる。

　1）　高速印字機能

　2）任意のコード体系への変換機能

　3）漢字ディスプレイによる情報の検索と校正機能

　4）外字挿入の容易性

　5）OMR装置及び漢字プリンタ間でのターンアラウンド機能

2．漢字プリンタと鯛御用コンピュータ

　漢字プリンタシステムは，内蔵ミニコンピニータN－3200によって舗御され

るスタンドアローン方式の制御形式をとる（機器構成は図3参照）。通常，プリ

ンタ等の単体調御周コンビ＝一タは「装置の綱御」に，その目的が隈定されて

いるため，小型機が実装されている場合が多い。これは，装置の使用自若が単

能機として使用目的がしぼられているため，コンピュータはその背後にかく

れ，いわゆるコンピュータそのものとしての姓格は薄れる。その結果，システ

ムは機能印字にのみ重点がおかれ，このために必要な編集，コード変換等の前

処理は全てホストコンtr“　。　’一戸によって処理することを前提に構成されること
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が多くなった。また，メーカ側もそのような考え方を基本としてシステムを構

成していたことは否めない。しかし，印字処理に欠くことのできない，外字処

理または漢字登録テーブル等のメンテナンスについても，メーカのセンタマシ

ンを使用するか，新たにホストコンピュータ用にプログラムを醐発する必要が

生じ，かならずしも運用面で満足できる状態ではない。これは，前述のように

プリンタの基本的機能が印字処理を指向したものであり，印字処理のためのバ

ックアップ体髄までプリンタ側でカバーすることを考えていないことが大きな

要：阪となっている。

　ミニコンピュータの性能については，従来，我国のコンピュータメーカの大

部分が汎用コンヒ。ユータの開発を主体としており，ミニコンピュータ専用メー

カの目ざす汎用性とは，異った思想のもとで開発されている。これは，あくま

で，汎用コンピュータの下位機種として上位機種と競合しないよう，使用量鰯

が舗限されている場合が多い。内蔵ミニコンピュータの手足の弱さ，記憶容量

の制限は，必然的にシステムに必要な装置の接続能力，開発するプログラムの

拡張の可能性を自ら間じてしまうことになる。漢字プリンタにおける処理につ

いて，従来の印字機能から使用者のニーズにあったシステム構成を考える場

合，コンピュータ周辺装置の柔軟な使用が必要となる。また，コンピュータの

周辺装置に対する接続能力とその制御能力に余裕があることは，将来の機器増

設についても道を暗くとともに柔軟な使用が可能となる。

　本システムにおけるOMR，漢宇ディスプレイの接続，システムに対する基

本的要求の五項羅も，これらコンピュ　一一タの能力に負う部分が多い。漢字プリ

ンタシステムに基本的処理の大部分を負わせることは，ホストコンビ＝　・一タと

の導入時点が異なる場合，またフ㌔グラム開発要員，ホストコンピュータに余

裕がない場合等，ジョブの増加分に対し分散処理が可能となり，これらの機能

はシステム運用一と非常に重要であると思われる。

3．　漢字プリンタ印字方式と用紙
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　システムについて，ターンアラウンド処理の技術的問題は，汎用コンピュ「

タ処理のアプリケーションとして一応解決されているにもかかわらず，漢字処

理をそのまま適用するためには，問題が多い。特に，漢字処理の場合，そのア

プリケーションとしての適用領域の開擢が確立されていないため，過去にター

ンアラウンドの有効性が実証されているにもかかわらず，装置の機能にあまり

注意深い配慮がなされていない場合がある。この場合，メーカの最初の出発点

が大きく影響しているように思われるが，写植からの場合とコンピュータ用端

．末装置としての場合に微妙な違いがある。電算写植の場合，開らかに活字に変

わるものとして，串版のための高文字品種を羅ざしており，出力に力点がおか

れている。一・fi，コンピュータ用端末の一種として開発された場合，多少の文

字贔質その他，機能を犠牲にしても，高速印字に重点がおかれていたように魍、

おれる。これらは，印字可能な文字のポイント，字間，行間等は印劉のレイア

ウト程度の機能にとどめられていた。しかし，コンピュータの入出力装置は先

行した英数字処理に対して，全ての規格が定められており，各装置もまた，こ

のために調整されている。ここで，漢字処理の中にターンアラウンド機能をと

り入れる場合，まったく，劉のものとして漢字に対する規格を定めるか，ま

た，従来の入力装置の規格を利用可能にする，出力調整機能が要求される。

　また，用紙については，現在のプリンタの開発が，おおむね普通紙印字方式

方向に進められているが，まだいくつかの方式が使用されている。

　　　　表1印字方式と使用用紙

電子写真方式 ゼログラフィー方式

CANON　NP方式
エレクトロ＝7アクス方式

乾式

乾・湿式

湿式

普通紙

普通紙

酸化璽鉛紙

32×32

32×32

32×32

静電記録方式
1多針電極記録方式 湿式 灘己細・4・・4

孟・クジー・鞘町・ク

インクミス｝方式 レ・ク・ミ・ト脳

髄紙．1．9’・32

聯讐バク，方式）i…’・，へ・カ・・ド・i・　i・ボ・

i普通紙｛・7・・7
，

紙工普
1　17　×　ls
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　その代表的なものは表1のようなものである。

　プリンタは高速で漢字を多量に印字する装置であるから，まず，用紙が安い

こと，用紙の厚さを自由に選択できること，次に，印字文字がきれいなこと，

装置として動作が安定しており，かつ装置価格が安いことが必要条件となる。

用紙の価格の点では普通紙が最も安く，ついで，静電記録紙となっている。ま

た，印字された文字が比較的解像度を高く維持できるのが電子写真方式である

が，ターンアラウンド処理を考える場合，印字後の紙の変形，汚れ，印字位置

の正確な位置付け機能，紙送りの安定性が要求される。その他，プリンタ用に

使用されている紙送り機講と用紙の形状については，装置の開発または導入時

点で見おとされやすい点であるが，これはプリンタで出力された結果に対し，

用紙ともに他の装置で再加工する場合，受け入れ側の装置の用紙の処理方式に

当然のことであるが影響を受けることになる。一般に使用されているロ・一一ル紙

の場合，漂一ル状で出力される場合と用紙裁断用カットマークに従ってシーート

：状で出力される場合がある。ロール状の場合，再加工の対象となる装置上にカ

ットマーク検出装置が必要となり，これを任意の紙幅について要求されること

になる。　（プリンタが電子写真方式の場合ほぼ紙幅は9インチA4サイズに規

定される場合が多い）また，シート状の場合は，裁断精度，受け入れ装置側の

用紙の位置付けが問題となろう。岡様に最初からシート状用紙を使用する場合

も，用紙のプリンタ装置上でのポジショニングの問題が加わることになる。以

上の点から，紙送りについては，従来からラインプリンタが使用されてきた，

スプロケットによる野送りが他の方式に比べ十分効果的であると思われる。ま

た，ハード上で用紙のポジショニングに微調整機溝を持っているため，用紙に

対するポジショニングもより正確なものとなる。このような周辺的な問題につ

いても，印字機構の開発も重要なものであることは仔うまでもないが，漢字

処理におけるターンアラウンド処理で問題となった入出力装置上の規格不統

一と同様，プリンタの使用目的を広げる意味で配慮すべぎポイントのひとつ

であると思われる。以上の点を考慮し，主に静電記録方式について，説明す
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　る。

　多針電極による静電記録方式の場合，塩化ビニール系の誘電体を紙薗に塗付

したものを絹紙として使高し，ドットに分解した文字イメージを電極上に電荷

として与え，現像，定着を行うものである。文字の定着のさい，液剤使用と，

紙面の片面に誘電体を塗付するため紙のカールと液剤のにじみが問題となる。

また，紙が厚くなるに従って，トナーのカプリが増えることも問題の一つとな

る。しかし，静電記録方式の場合，他の印字方式，例えばPPC方式に比べ，印

字機構ほ物理的な電極そのものであり，簡単で安定度も高く，比較的高解像度を

維持でき，かつ高速印字が可能である。また，文字の大きさに関係なく，行あ

たりの印字文字数は電駆の長さによって，調整できる。この電極による，文字

の表現は，24×24のドット表示であるが，PPCの場含の解像度がIO本／mmで

あるのに対し，12ポイント用電極6本／mm，9ポイント用電極8本／mmと，若

干おとる。しかし使用する字体が，大部分の印字装置が明朝体の使用している

の1こ対し，特励にデザインされた，例えばタイポス体の使用によって春分カバ

ーが可能である。これらは，将来，マイクロフィルム等への転写を行う場合，

縮少，複写による解像度の低下に対しては，従来の字体を使用する場合より有

利であろう。静電記録用紙については，新聞社等で使用されているテレヅクス

用紙と同一であり，価格，供給ともに安定しており，紙質も55kg～135kgと普

通紙なみのものが使用でき，普通紙と比較しても印字上の遜色は見られない。

また，用紙送りが，スプPtケット（NEAC－C　5210Dの場合）であるため，印字

位置は正確に調整でき，ターンアラウンドのための王Dコード等の印字が可能

である。また，紙厚は！35kgの連続用紙が使用できることは，紙のカールが比

較的少なく，OMRシート，80欄力・・一一｝ぐによるターンアラウンド処理も可能に

している。紙の変形は，ロール紙の場合もこの紙のカールが大きな問題とな

る。また，PPC方式については，熱定着のさいの用紙の変形，潜像保持媒体の

劣化による用紙の汚れ，その他，潜像ドラムを使用するさい，ドラムの直径の

小さいものを使用する場合，紙のカールに油意しなければならない。これによ
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って，使用できる用紙厚の綱限を受けることになる。

4．　漢字辞書とコ・一ド変換処理

　漢字プリンタを使用し，印宇を行うためには，基本的には，標準NECコー

ドでデータが記録されていることが必要である。これに対し，現有の入力装置

である漢字テレタイプはコード体系が旧型コンヒ㌧一タHITAC－3◎10用に設計

されているため，コード変換処理が必要となる。変換処理の方法は，コンピュ

ータによるソフト的処理，コード変換用専用機，入出力装置にハード変換機能

による方法等が考えられる。大部分の処理は，コンピュータによる変換が行わ

れているが，一部，変換專用機，また，任意のコード体系で出力可能な漢宇入

力装置も開発されているG本稿では，漢字プリンタを汎用コンビ。ユータ的に使

fHすることによって，コード変換処理を行う方法，また，漢字文字発生装置の

特種な使い方による半ハード的変換について述べ，あわせて，印字処理にいた

る過程と漢字パターン辞書の構成内容について述べる。コード変換処理の必要

性については，漢字コードの標準化が進められているにもかかわらず，各社独

自のコードが使用されているのが現状であり，これらは，外部へのパンチさん

孔委託のさいコード変換処理は必須のものとなる。

　また，過去に蓄積されてきたデータコード，標準化の対象外となっている，

いわゆる盤外字コードに対する標準化の湖題等，いまだ未解決の部分が多い。

以上の点から，任意のコード体系への変換機能を保持しておくことは，実際的

な仕事を行う上でも不可欠であり，また，外部で作成されたデータや各調査機

関で作成された資料への接続も開いたものとな：る。今後とも限定された予算内

で，調査とデータの総合化を図る上で，これらの機能はより有効なものとなろ

う。

　次に，我々の導入した，NEAC－C5210D型漢字プリンタの印字処理につい

て，漢字辞書（テープ」Y　E）の漢字文字発生装置（Read　Only　Memory：

ROM）への登録の方法，また，コード変換テーブル（テーブルDとの関係
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について，簡単に説明する。印字処理の対象となる漢字は約8K字であるが，

比較的使用頻度の高いと思われる文字（図1キャラクタセット参照）5K字を

高速度のROMへ記録し，残りの3K字を附属周辺の磁気ドラム上に格納す

る。漢字辞書におさめられている8K字の内容は，　NECから提供されている

ものを基本としているが，構成は，次の通りである。使用頻度の高い，当用漢

字補正漢字を基本とし，これらを3K字以内におさめる。以下，使用石錐によ

って異なるが，現窪標準セットとして発表されている文字セットの中から，共

同通信社のCO－59，活宇工業会常用漢字4000字，情報処理学会漢字コード委員

会試案6王00字を参考として，7K字までの領域にこれらの字種が全て含まれる

よう配慮されている。通常の印字処理は，ほぼ，カバーできると思われるが，

他に約1K勢望を予備として興研独自で選択した文字も登録可能となってい

る。ここでハード上の翻訳として，磁気ドラム上に格納した3K字について，

同一ページ内で印字可能な文字種は最大24字種までである。これは，ドラムの

アクセスが遅いためプリンタ内部にある印字用バッファとの間に中開のドラム

用バッファが必要となり，この容量が現在24文字となっているためである。（バ

ッファの増設により最：高32文字まで拡張可能である）実際の処理では，ROM

内の使用しなかった文字と一部入れ変えによって，最終印字段階までには，対

処可能である。その他，このゲタ扱いとなった文字に対しては，新規文字のデ

ザインを行う。また，ゲタ表示された㊥印の上に手書文字をはりこむ等も対応

策の一つとなる。en　1にこれらのコード体系と旧領域内の漢字セットの配当を

示す。

　国事コード対NECコード変換テーブルについては，漢字パターン3K字分

と同様，磁気ドラム上に登録され，コードコンバートに使用される。ここで，

印字の対象となる文字8K字について，漢宇テレタイプの盤内字，盤外字とも全

てコードの対応付けが行われており，入力データのイメP・ジどおりの印字（盤

外字については，コードイメージのまま出力）また，盤外宇変換イメージ，い

ずれの場合も処理可能である。これは，従来の漢字テレタイプのモニターでは，
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入出力は，一対一の対応であったため，全て入力イメーージで出力される。これ

に対し，変換モードでの出力は，盤外字のコード化のチェック，また印字フォ

ーマットの行ぞろえも簡単に処理できることになる。

　コード変換テーブルの作成については，NECコード16進4桁を漢字テレタ

イプの印字文字の後に付加し，1コードとする。盤外字の場合は，国研のコーー

ド化の方法，ダイヤマーク命の後に盤内字ノンシフト400字の2文字の組み合

わせを使胴しコード化する。磁気ドラム上の格納形式は，ハッシュコードによ

る探索を行うため，鵬研コードによる下降順ソート後格納する。割りあては，

外字探索時間の短縮を図るため，二領域に分割し，5632字のうち2048字をドラ

ムの第一領域に，残る3584字を第二領域に分割配分している。探索方法はバイ

ナリーサーチを行っているが，単一領域の場合より効率はよい。

　以上，テーブルの概要と使用装置について述べてきたが，入力レコードのビ

ット構成を適当に使用することによって，半ハード的にコード変換処理を行う

ことができる。これは，写研コードの場合，6ビット2例で一一漢字をコード化

しているため，盤内字2400字分コード12ビットで可能な表現は4096となる。

これをROM内の漢字パターーン2400字分に対応させ，国研コード順に再配列後

ROMに登録する。この場合，　ROMの内容は国研コード順になっているため，

直接国研コード順による印字が可能である。この場合，盤内字のコード変換処

理は不用となる。現システムのROM領域が51（三分となついるのは，この理

由による。漢字コーードが12ビットまたは14ビットであれば，他のメーカの場

合も適用可能と思われる。　（個々のコードの最小値が異なる場合，演算を必要

とする場合もある。国研コーFの場合16進（2020）を加える必要がある。この

下りにおいては，完全なハード処理ではない）

　これらの漢字辞書（テーブルfi）コード変換対応表（テーブルDを使用し

て，印字処理を行う過程と，各々のテーブル登録については，図2のようなデ

ータ処理を必要とする。
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図2漢字コーード変換処理
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　以上，ハード及びソフト両処理によるコー

ド変換処理の方法について述べてきたが，複

数個のデ・一一・・タコードがシステム内に並存して

いる場合，この機能は特に重要であると思わ

れる。これは，入出力装置の導入時期が異な

った場合を含め，使用者の二～ズにあった装

躍をアレンジメントした場合も，

し＿＿＿＿＿輔＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿馬＿＿」

「　一幽一瀞弊隔『一曽曽曽謄開停””榑一一一一一 P

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　君
監

t／P’j一：　i｝　7．　1・

L一一一一　一．　rm　m”．h．一一m　”　．“　一1

　　　　　　　　　　　　　　　このコード体系の調整の聞題が生じるためで

ある。その他の丁丁辞書の使用法として，機種変更に伴う蓄積データの維持

に，そのまま使用可能となる。辞書が確保されている限り，ある時閥，ある装

置のもとで作成されたデータに関しては，辞書の中にそれらの対応コードが残

されているため，機種変更時点でのコード変換処理の必要はない。従来，漢字

辞書の主な使用法は，異機種闘のデータ変換のテーブルとして使用されてきた

が，これは，データの保存と維持にも使用可能である。特に，圏研の場合，デ

ータの蓄積は研究運用上不可欠であり，データ管理と運用の容易性は非常に璽

要である。

　また，漢字辞書のメンテナンスについては，辞書中の付加情報を利用できる

ため，追加，削除等の項昌の修正を通常の漢字処理の一一部として処理でき，音
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訓の読み，部首コード等の配列順のコードブックの作成も容易である。また，

メーカ側から提供される管理プログラムの使用も可能となる。表2，3は漢字

辞書の項闘とコードブックの内容である。

表2　漢字：テ・一一ブル

番
ド
ド
嘗
一
数
類
　

み
ン

　
ニ
　
　
読
｛

　
コ
ザ
　
　
　
の

　
字
［
　
　
　
字
タ

図
　
漢
　
ユ
　
部
　
磁
【
分
　
級
　
…
藻
　
パ

シーケンス番号

蕪EC漢字コード（16進4桁）

國研漢字（8進4桁）

部首コーr（1◎進3桁）

漢字の総画数

当用，補正，人名漢字等の半捌記号

漢字セットの領域番丹

音訓別の代表的な読み

漢字のドットパターン

表3　旧号テーブルコード衰

文
部首 画
数
分類 領
域

NEAC
コーード

（14ビット〉

NEAC
コード

（12ビット） 【
ド

づ
・
ユ
コ

音読 訓読 備 考

劇・72国・i・／・A・D1 121si ［・1・マ17132・9｝

過i…i・2回32A・E1 1216 囲・ギ・レ1・・6875；

干｝・5・1・31・9　・1・A・・1 1217i 國・・ 7124eOli

刊1・181・sl・1・1・A・・｛ 12201 1・・1・ザ・｛・・12・7i

汗i・85岡・困・A・・1
12211 1・・レセ1・・38・2；

5．ホストコンピュータの概要

　現在のコンピュータHITAC－8250はH王TAC－3010の後続機種として設置

された。これは，当時の3010が記憶容量も小さく磁気テ■一Nプを中心としたバッ

チ処理形態であったため，ジョブと利用者の増加とともに，これに対処しきれ

なくなったためである。コンピュータ規模が小さいことは，より高度の言語情

報処理を鰹ざす場合，大きなネックとなる。少なくともアルゴリズムの研究開

発から実用化のレ’ベルへの拡張は不可能であった。このような背景から，新設
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のコンピュータは，記憶装置の増設，特に周辺装置としてのランダムアクセス

装置と記憶容量については最小限の要求事項として計函された。これによっ

て，複数個のジョブを岡時に並行処理することも可能となり，従来単一ジョブ

で入出力，ソート等で専有されていた磁気テープは各領域単位に使用できるよ

うになった。これは，ディスクによるバックアップがあって可能となったもの

である。ディスクに対しては，種々の辞書類の格納とオペレーティングシステ

ム領域として使用する。なお，領域1は40KIB，第2領域は30KBである。

　　中央処理装置　　HITAC－8250（98K：B）

磁気ディスク装置（DISC）

磁気テープ装置　（MT）

カード読み取り装置（CR）

カードさん孔装置（CP）

紙テープ読み取り機（PTR）

紙テープさん孔機（PTP）

29MB　×　2

40KB　×　6

1000枚／分

160桁／秒

500字／秒

110字／秒

　　高速行印字装置（カナ付）（LP）1250行／分

　オフライン機器

　　カーードけん詠せん孔装置　　2台

　　紙テープ用タイプライタ　　　エ台

上記の装置は，通常の汎用コンピュータ機器構成そのものであるが，ここで後

述する，OMRカードによるターンアラウンドに必要なCRにはマーク読み取

り装置は付加されていない。そのため，現状では，完全なタre一・ンアラウンドを

構成することができないが，拡張機能として，付加できるため，現在では間接

的，接続形式をとっている。その他，使用言語については，大部分は，COBOL

によっているが，一部，統計業務についてFORTRAN，PL／1を使用している。

これらのコンパイラー言語は，言語処理にかならずしも最適であるとは言えな：

い面が多い。特に，旧型機種のHITAC－3010がキャラクタマシンであったた

め，基本的命令語の中に，バイトマシンにない機種がいくつかあり，それらが
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選3　機器構成，織能表
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コンピュータに対する我々の母国語になっているため，この傾向が強い。その

点，現在，種々のコンパイラが開発また提案されており，いわゆるコンパイラ

の世代の交代時期の様相が出始めている。しかし，汎用性を持った，機能拡大

に従って，より大型の機械が必要になる場合が多い。例えば，PL／王等につい

ても，小型の場合，その墨隈が多くなり，従来のCOBOL，　FORTRANとの

共通的機能が中心となりデあまりPL／1の特長を示す国命は組み込まれてい

ない。また，ファイル管理を臼的とした，いわゆるデータベースソフトも弱体

である場合が多い。

6．　ソフトウエア・システムの概要

　従来の用語用字調査は磁気テープによるバッチ処理方式であったため，入カ

データ作成に多くの経費と期間が必要であった。それは，調査対象となるデー

タの大部分が，コンピュータ入力以前に人手で処理，集計，編集，分類等の比

較的単純な作業についてコンヒ。ユータを使用していたにすぎなかったためであ

る。一つには，コンビz一タそのものが早筆の事務処理向きに開発されたもの

であり，周辺装置等も含め，漢字処理用に特に，開発されたものでないことも

その大きな要因であった。また，当時，漢字を中心とした，雷語情報処理は，

まだ研究段欝のものが多く，一一部，新聞祉等の活字鋳造機に接続させて，漢字

テレタイプを使用していたにすぎない状態であった。その億，言語研究そのも

のも，機械に直接利用可能な形になっておらず，コンピュータ要員の確保とと

もに，システム開発を並行して進めなければならなかったこともその要因とな

っている。以上の点から，当初のシステムに多くを求めることは，無理であっ

たことは否めない。しかし，簸近，周辺装置の驕発状態とミニコンピュータ等

の比較的簡単に使用できる装置の普及，また，汎用コンピュータでの使用パタ

ーンの定平等から，漢字処理用端末装置の開発が進み，従来，人手作業にたよ

らざるをえなかった部分について，より緊密な共岡作業が可能となった。本稿

で述べるソフトウエアの基本と応用によって，従来から研究者がとってきた，
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分析方法に近いやり方が適用できるようになったことは，これら作業に対処で

きる装置の開発におうところが多い。ここで，提案する応用システムは，入力

装置OMR，漢字プリンタ間の共通化した入出力媒体に情報を乗せるター・ンア

ラウンド処理である。図15はこのシステムの全体を示したものであり，図5

は，入出力装置とプリンタ及びホストコンピュータのデータ経路の相互関係を

示したものである。これらのシステムを従来のシステム構造と比較した場合，

表4のような構造で表わすことができる。

　　　　　　　Post－ed2t　Type　Pre－edit　Type

チ
正

ン

パ
校

人

9［’III｝！lmMP　Jtw’mputer

人
位　単　切　り

校　　　　　正

comp　1　computer

　　1
・・m・i・脚・・er

人
単　位　切　り

校　　　　　正

日自 書

　　汽力・傭報
人世　　正

入陵 書

人 チ
正

ン

パ
校

・・m・」・畷er

表4　システム構成

　ここで，前処理型と後処理型の二つの型は，前者では，機械処理の前に，人

手処理がまとめて行われており，特に，各付加情報作業の後にコンピュータ

入力のためのデータさん孔が行われている。それ故，これを前処理型（Per－

edit　Type）と名づける。また，後者の場合，個々の作業単位は，人季作業と

コンピュ．一一タが対になっており，コンヒ㌧一タ処理全体からの構造では（単位

切り作業を含む），付加情報処理がデータさん孔門に段階ごとに処理されてお

り，前者に対し，これを後処理型（Post－edit　Type）と名づけることができ

る。また，ここで述べる，ターンアラウンド処理は，この後処理型に属し形式

釣には，
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　　M一一，mN

　　M一一“m

　　M，N：コンlt。ユータ処理

　　m　　：人間段階の処理（研究も含む）

と蓑示できよう。これは，　（人間処理←人問処理十コンピュータ処理）の反復

構造となるため，コンピュータの前部分に相当する，人手作業を中心部をとり

まく一つの環としてみることが可能である。同様に，人闘一機械系のインター

フェースとしての入出力媒体もまた，これらの環構造（図4）と中心部を接続

する環表現の一部となる。これらは，薪たに追加される，新規の作業に対し，

インターフェースとなる媒体形式がその使用醸的に適合するかどうかの確認問

題のみとなる。また，装置の増加の場合，ターンアラウンド機能を満足するた

めには，コンピュータとのインターフェース用媒体と他の作業の接続を示す，

環上での作業帳表との条件を満足することが必要となる。例えば，80欄カード

イメージで畠力された用例カードの使用として，同語蕃語判鯛処理にそのまま

使用できると思われるが，この場合，判別処理作業に適当な大きさの用紙であ

るか，一己入できる情報量が適当であるか，また入出力装置の規格を満足してい

るか等のチェックが必要となる。
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　これらの母上に配置された作業は，従来の作業の場合，鷹線的に作業環にそ

った形で進められ，データさん孔で，はじめて，コンピュータ処理に入る。これ

は，調査項目は付加情報作業としてコンピュータ入力以前に，全て処理されて

いなけれぽならない。しかし，調査をデータ収集，データ処理，デTタ分析の各

ブロックに分けた場合，分析後のデータ追加等の場合，データ収集ブロックか

ら始めなければならないことを意味する。当然のことであるが，さん孔データ

のための原稿の作成，パンチ等，再調査と同様のシステム運営が必要とな1。

ターンアラウンド処理の場合，データ修正，追加データ等の原デt一一への接

続は，カード，シートいずれの場合も事前の参照コードによって照合は容易で

ある。また，作業手続きは全てカード上で処理できるため，調査システム全体

は，作業者に対し，ブラック・ボックスは少なくなる。これは，入力媒体，出

力媒体，作業帳表が同一媒体でff一一されており，・　7≧ビュータとのインターフ

ェ・・一一スは作業者自身の目で確実に視覚化されているためである。また，各作業

が階層的であることは，任意のレベルでのデータの使用が調査後についても使

用でき，研究者は，調査と別に自身の方法で研究または，確認でき6ことで

ある。これは，原データを広く資料として，提供できるシステムと，各個人の

概究を逆にシステムに接続できることになる。図5はホストコンピュータ，漢

字プリンタのデータ経路を示したものであり，図4の環構造と各作業の対応を

実際のコンピュータ上に展開したものである。付加情報挿入については，イン

ターフェースに80欄カードを使用し，単位切り処理には，OMRシートを使用

する。また，ホスト側とは，前述で示したように，電気的に結合されていな

い。これらの利点は次のとおりである。

）
　
）
　
）
　
〉

￥
聾
ノ

ー
み
9
召
3
4
5

第一次入力デー一一一タを減少させることが可能。

システムのモジュール化が可能。

外部データとの接続が容易。

中間段階でのデータ再入力のミスマッチング防止可能。

データの再パンチ量を減少させることが可能。
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データの現場での作成が可能。

同語異語半捌処理が通常の付加晴報処理と同一一時点で処理可能。

データの転記作業が省略可能。

用例カードによる情報検索用カードとして使用可能。

7．漢字プリンタ用基本ソフトの概要

　基本ソフトは，漢字プリンタ機器装置を稼動させる最小限のレベルで構成さ

れている。プログラムは，導入以前にすでにメーカで開発済みのもの，新たに

開発しなければならないものの，二種に分けられるが，新規開発分について

は，プリンタ導入決定時にメーカ側と協議し，できる限り初心者にも使いやす

い方法をとった。特に，機械操作に伴う，コンソールのオペレートについて，

コンピュータからのメッセージの略記号を選択応答することによって操作でき

るよう配慮：した。以下，図10～図15のシステム・フローチャートに従い，ソフ

トの概説を行う。なお，N－3200型ミニコンピュータ上で処理される全てのプ

Pグラムは，絶対型Pt　一ダ，　ABS－LDRによって制御される。

TBL－LD70（図10参照）

　紙テープで作成された，学研コード，NEC標準コード対応表を磁気ドラム

に登録するプPtグラムである。紙テープベースとしたのは，初期のテーブル作

成時に発生する誤りの修正を容易にするためである。また，校正チェックリス

トを得る上で，登録されたテーブルに対しテーブル自身をデータとして処理す

ることによって，登録漏れ，コード付ミスの発見が非常に簡単になるためでも

ある。

　次に，漢字テレタイプの盤内字と盤外字用コード変換テーブルの紙テープフ

rt　・一マットを示す。
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盤内字

XCCCC　C／R　XCCCC　C／R一一XCCCC　C／R一・E／B
LNEC鮮欝。一ド

　　　　0～9A～Fの16進で指定

　　一漢字テレタイプ盤面上の文字

　　C／R（改行コード）は国研コード（5441）8を使用する。

　　E／B（END　BLOCK（7672）sは紙テープの終了を示す。

盤外字

　〈＞XXCCCC　C／R　XXXCCCC　C／R　t－OXXCCCC　C／R　一一　EIB
LNEC鮮。一ド

　　　一国研用盤外字糊コード

なお，このテーブルについては，国研コーードで下降順にソートされていること

が必要である。

CV’ILPT7e（図12参照）

　漢字テレタイプで作成された，紙テープをNECコードに変換し，磁気テー一一

プに出力するためのプPグラムである。コード変換処理は，盤内字2400字のみ

の場合と，盤外字のコード変換処理の選択が可能である。盤内字モードの指定

は，入力データイメージのまま出力印字する時に使用し，通常印字の場合，盤

外字変換モードを指定する。行当りの印字文字数は最大80字であるが改行指定

の区切りコードを使用し，印宇体裁を整えることができる。しかし，区切リコ

ードが二重に連続して使用されている場合，2番羅以後は無視される。これら

の区切りコードは，テーブル登録時に指定するが，現在表5の内容のコードが

登録されている。

　特殊コードの種類と機能

ユ）読みとばしコード

　オールマーク（ビット1～7まで全てON）の場合，1フレーム単位で読み

とばす。紙テー一一プの先頭及びブロック区切りコード以後のスプロケットは1フ
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レーム単位で読みとばす。

2）　ブロック区切リコードとして使用できるのは，次の7種である。

　　　　　　　　　　表5　ファンクシ設ンコード対応表一1

No．

1

一 研

文　　字 コード（8）

NEAC
文　　字

窪　　白 7777
全

コー　ド（16）

5122

2 復改i 5441
全

5123

3 （1） 5453
念

5124

4 （g） 5413
翁

5125

5 紐） 5454
念

5126

6 EI 7652
つ

5127

7 ED 7652
念

5128

3）漢字コード以外の半角英数字，カナ三田については，半角指定コーード，解

除コードを十七することができる（CVT－PT70においては，英数字半角モー

ド処理機能はない）。また，NEC標準コード表に対応する文字がない場合はゲ

タコードが出力される。

　　　　　　　　　　表6　ファンクシ望ンコードダ寸応諾一2

No．

一

文　　宇 コード（8）

NEAC

・｛漢撚・☆・lll

文　　字 コード（16）

1441
蛮

5129

2　｝漢字6UT（☆2）
　　1

1413
つ 512A

ゲタ・コード

No．

国 研 NEAC

1

文　　字 コード（16）

蟹研（漢テレ）to　NEACコード変換

テ～ブルドラムに登録されていない

文字

5027
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CVT－MT70（図12参照）

　このプログラムの基本的機能は，CVT－PT70と同じである。　HITAC側で処

理されたテープのコード変換に使用する。この出力テープは，MT－HKP－13，

：KDP－ED70，0MRED70口入カテープとなる。剛力磁気テープ形式及びデt一’

翼長を次に添す。

夏
R
G

c
C

1せ沙　80’王＝ C
c

c
c

王
R
G

2バイ｝　　　ユ60バイト

972バイト

　　　　6レコード／ブpaック

　　　　レコードサイズ162バイト

　　　　ブロックサイズ972バイト

　　1レコードが80字に満たない場合1ま，（00）エ6でパディングする。

MT－HKP－13（図11，12参照）

　CVT－PT70，　CVT－MT70でNEC標準コードに変換された磁気テープデ

ータを読み，漢字プリンタに出力するための汎用印字処理用プPtグラムであ

る。ターーンアラウンド用に編集されたデータについても，このプログラムを使

用する。コマンドによって，入力データのレコード長，ベージ当りの印字回数

コピー枚数，印字ラインの先頭位置等の詣定が可能である。図16～18は印字出

カサンプルである。図16は9P，6行／インチ，図17は12Pで印字したもので

ある。

KDP－ED70（ec　11参照）

　漢字ディスプレイを使用した校正処理のための前処理翔プログラムである。

この前処理は，主に，画面に表示するデータ単位：のブロック化を行う。その

他，修正済みデータから，修正分一のみを選択抽出する機能，表示のためにブ

paック化されたデータをデブμッキングする後処理用の機能も持つ。
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　　漢字デ’イスプレイC5310の性能

CRT（表示装置）12インチ　高解像度型

蛍光体

表示文字容量

表示方式

画断

P39　緑色

横書モード　26桁×16行＝416文字

縦書モード　24桁×16行＝・384文字

英数字の場合，各々倍になる。

量莫字モード　17×18ドット

英数字モード　7×9ドット

30圓／秒リフレッシュ、

KDP－CR70悩11参照）

　漢字ディスプレイ及び漢字キーボードを使用し，KIDP－ED70で処理された

データ単位の検索，校正を行う。一処理ごとのデ・一・タ挿入，削除，置換は，画

面表示されたコマンドに対し，ライトペンによる応答選択を行う。データブロ

ック番号，英数字6桁の検索情報は漢字キーボードから指示する。（図6参照〉

1，　i，　e　，　e　o　1　2　e　e　）一一一一一　一一・・一

211r．　1　．　e　o　1　2　e　a　，　e　e　1　2　0

3隻ξ　。。Σ2 諠戟D
　　　　　　　O　O　ノー．一一一…如　　　　D　，　　v　o　1　2

5、

@　1・1ト．．

　．ヒの隅；コ／〔ヅがξ｛「ヘキ・一一．に、駒搬1染「ルして下さい，

鉱：trずノ・・：一・ン龍写ゆ

＝’マ，；辛．｛，T、藻分

…f’：聖嫌P凱
　　　　置に一．・一一一・一 |篭

・』一一
@ご寡　1“＝・

ZopuaZMIZ2ZZZZZZZZZZZZZZZMmamaZZuaopZmo
　｝

）1

　　　　　　　図6　コマンド入力要求メッセージ

（C，b、）修正コマンド

入力テープ上の各ブロックをbエブロックの直前まで出カテープにコピ

ーし，b、ブロックを画面に表示する。画面内容の修正終了指示を与えら
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）2

）3

）4

）5

れると，b、ブロックを修正済みデータとして出力テープに記録する。

（1，b1，　b2）挿入コマンド

　b・ブPtックまでを躍力テープにコkO　一一し，　b、ブロックの後に薪たにb，

をブロック番号として登録し，キーボードからのデータを1ブロックとす

るデータの挿入を行う。

（1，b2）挿入コマンド

　爾薗表示されているデータ上へb、をブロック番号とする新たなデータを

置き換える。ブロックの置換処理を行う。

（D，b，）削除コマンド

　bエブmックの直前までを出力テープにコピーし，指添されたb、ブロック

を削除する。

（E）

　校正処理を終了させるコマンドで以下の処理は，入力テープの残りの情

報を全て出力テ・・一一一プにコピーする。

OMRdED70（図13参照）

　ターンアラウンド処理のため，NECコード変換済みテープをOMRシート

に合った印字形式に編集するためのプログラムである。実行時に，データ識別

用コードを指定する。コードは，A～Eまでの重複しない英字の組み合わせと

自動的にシート単位に付けられる3桁の数字である。このプログラムは，後述

する，ターンアラウンド処理用応用プPtグラムの一・esをなすものである6

MRK：一ED70（図13参照）

　OMR－MT－20で作成されたマーク情報をHITAC側で処理可能なEBCDIC

コードへ変換する編集処理と磁気テープラベルの調整を行う。マークシート上

の情報との対応を図7に示す。

OMR－MT－2◎（図13参照）

　OMRシートを読み込みシート上のマークイメージを磁気テープに出力する

プログラムである。基本的には，OMRシートを使ったターンアラウンド処理
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図8　0M：Rマーク位鎧と磁気テープ1コードの対応
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のために開発したものであるが，通常のOMR処理にも利用できるよう，汎用

性を持たせてある。

　N240P－1（B）　OMR装置性能

　読み取り速度　　200枚～250枚／分

　用紙サイズ　　　B5～B4（A4）

　マーク数　　　　36個×66行

　マーーク・ピッチ　5．08mm

　用紙規格　　　90～110kg用紙

なお，OMRシートの先頭及び終了を示す情報として，ヘッダー，トレイラー

用シーートを付けなければならない◎

ヘッダ・シート

　1シートの最初のマーク30個のマーク状態が8進の“7700770077”であるシ

　ート。

　トレーラ・シート

　1シートの最初のマーク30個のマーク数が8進の“0077007700”であるシー

　ト。

マークシートイメージの内容

　2レコード／ブPtック

　レコードサイズ390バイト（1シート分）

　ブPtックサイズ780バイト

1レコードが，390バイトに満たないとき，EBCDICコードの￥（5B）、6がパ

ディングされる。1シートにおける最：大情報量は，36マーク65行＝234◎マー

クである。1レコードの記録内容とシート上のマーク位置の関係を図8に示

．す。

7．応用プログラムの概要

　応用プPtグラムは，基本ソフトと対になって，ターンアラウンド処理を行う
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ために開発されたもので，KKINMAT，　K：KINEDTの2本のプログラムから構

成される。基本機能としては，プリンタ側機罷をホストコンピュータで補なう

と共に，HITACで開発されたソフトウエアの利用を目的とする。　KK：NMAT

での処理内容は，基本ソフトで処理された，OMR付加情報テープと単位切り

の対象となる原文データの照合マッチングを行い，単位切り情報の原文への挿

入とKWICイメージ磁気テープを作成する。また，　KKNEDTでは，　KKN－

MATで出力されたKWICイメージテーープから印字イメージテープを作成

するため，各項熱こ対し，削除，置換等の簡単な編集を行う。K：KNMATで

出力されたK：WICイメージテープは，100バイトの余白部分を予備エリアとし

て持っているため，データの追加，キー語，用例文を利用した，自動処理結果

をフォーマット変換なしに付加することが可能である。その他，各プログラ

ムは，できる限り汎用性を持たせるため，実行時にパラメータによる機能指

定方式をとったが，一“一gts，ブロッキングファクタ，レコード長等は，ツース

カードのさし換えによる再コンパイルによって変更できるよう，機能の分散

化を図った。これらは，プPtグラムリスト上でステートメントをアスタリスク

で囲みその部分を明示してある。本システムで使用する装置は次の通りであ

る。

　　　　　　　　　KKNMAT　KKNEDT

　記憶装置　　　　　　40KB　　　　　40KB（B：バイト）

　磁気テープ　　　4台　　　　2台

　カードリーダ　　1台　　　　1台

　ラインプリンタ　　1台　　　　1台

　その他，パラメータカードの利用方法として，ジョブ単位で使用されるパラ

メーータ内容と処理結果の履歴を磁気テープ等に記録しておくことによって，ジ

ョブ管理またはデータ管理用清介として利用可能である。システム構成として

図13～14にジョブの流れを示したが，HITAC処理前の前部分は全て基本ソフ

トによってサポートされている。ここで応用フ㌔グラムとして述べるのは，図

　　　　　　　　　　　　　　　一91一



14に示す点線で囲まれた部分についてである。また，80欄連続シートを利用し

た付加清報処理部分については，プPtグラム作成三階であるため，この中には

含まれていない。図15はこれらを含む将来計画についてのシステムの流れを示

したものである。次に，他の処理にも利用されることが多いと思われるKKN－

MATで出力されるKWICイメージテープフォーマットを図9に示す。
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2桐ト ﾝ底臨・
　　　　　　　ド　　　　rい購：

　　　　ファイル名　　　　　　　KWIC－IMAGE
　　　　　レコ　一一ドサイズ　　　　 500バイト

　　　　ブPッキングファクタ　　　2

　　　　パディング（斜線部分）　　　16進で00

　　　　　図9　KWIC用例磁気テープフォーマット

7．I　KKNMATプログラムパラメータ機能

Y
鞭1ξ　　PARA；・1tLTE§　　（二ARり　　；tltlt

ゑuaseG二L．．＿2ej1．＿＿．＿＿．？．；3：．．＿．＿2二36Z会32．、．，2ら3侮　　　2ら35

．02＿FCT（二〔〕t＿．＿tら21BD．＿』＿．2三3臼，．　＿．＿＿　．．，．

　　　　　　　　表7　KKNMATパラメータリスト

　　　　　　　　　　　　　　一92一

　　　　ゆ：轄。3一ど6）
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：K．　KNMATで使用されるパラメーータカードは，　DSPCD，　ECTDの二種であ

る。以下，パラメー一一タカードで使用される各項臨について，実際の使用例にそ

って述べる。

　DSPCDカードの使丁例

表8　DSPCDカードパラメータ

項　醗 ｝・・畷 ζ
亀
多冊讐
口

明

シーーケンスNo． ・・2レ・ラ・一・か・のシーケンスを縦

ID

単
位
切
表
示
爾
漢
字
コ
…
ド

’
馳イ条　一膝

・一・ 撃戟D・・ラ・一・のIDを縦

11一一・14

15’”18

19’v22

23N26

上欄（‘豆ラうにマ～キンゲされそし・る譲のう

しろに，ここで指定される漢字コードが挿
入される
下欄（“2”）にマーキングされている語のう
しろに，ここで指定される漢字コードが挿
入される
下欄（“1”）にマ～キングされている語のう
しろに，ここで指定される漢宇コ」ドが挿
入される
τ「；甲；…「ぞ欄で7万アに’御ギ…ジグぎ憂τでτマ

る語のうしろにここで指定される漢字コー
　5“が挿入される。単一条件がある場合はそ
のうしろにおかれる

使用例

“01∫’であるこ

と

複合条件

‘弧ぎ梵D”で

塑る姦ζ．

‘CQ631”

漢字では○

スペーース

‘t Q632”

漢字では◎
．　　　．　．　．　t　L　　t　t　t　t　t　t　tt　t　ttw　w　w　w　ttt　w　w　t　t　r　m　r　m　r　m

　スペース

　　　　26～29　1上●中欄（“6”）　1 以下岡土

‘竃

Q3ヨ乙”

漢字では図
・・一33｝上・欄（“・”）

以下岡上
“2432”腿字で薦

34－37　1上欄働 以下詞．t： 1スペース

38－4・｛中・欄ぴ鐙 以下同．」二

　　　く42噸i中腿‘’2”）． 以』1マ「二一i∴

‘t Q434”

漢字で璽％

鍾一4gヒ哩ヅλ 以下岡上

1・ペース

腿軽は◎

　パラメータカードを使周する上で，シーケンス番暑，識別規IDコードにつ

いては問題ないと思われるが，ここでは，主に単位切り表示用コードの指定と

OMRシート上の各マーク位置の関係について概説する。

（1！－49カラム）

　OMRシート上の各マーーク位置は3ビット清報として個々に璽み付けがなさ

れているが，単独に扱う場合，また3ビットの複合条件として扱う場合の二条

　　　　　　　　　　　　　　　　　一93一



件に分けられる。これらの条件選択は，パラメータカード上に指定される記号

列とその位置によって決定されるが，条件の適当な組み合わせによって，単複

両条件の併用指定も可能である。これは，後述するFCTCRカードのKW至C周

キー語指定項目と直：接関連するが，ここでは，FCTCRカード上で使用されて

いる4，2，1，の各ウエイト設定条件を前提として説明を進める。

　DSPCD　単位切り表示用条件コpmド

3 1 7 6 5 4 3 2 1

＃ ＄ 顎 磁 V w 鼠1
1
王 1

単一一条件指定の場合

　　　　　　｛漢n至隣＠

単複条件同時指定の場合

・・國国［ヨ・…
　　　［＝＝コ　　曜　　　〔コ／1
ミう芝玄婁コーード｛＝＝＝＝ユ　　囲　　｛＝＝＝＝＝コー2

　　　口　　鯉　　【＝＝＝コ＼4

　　　　　　　圏囹翅＠皿
　　　　　　　　　　　　　　　　　｝麟翻

　　　　　　　　　　　　　　1単一条件記暑

　単複条件同時指定の場合は，単一条件記尋の後に複合条件記号が付加され

る。“瓢”が選択されているのは，各マーク位置に付けられたウエイトの和が

7であるため，7番目の記暑が指定される。ここで，記暑として付加される個

数は単一条件3個，複合条件から1個，計4個である。

　記号指定の必要のない場合は，スペースとし，各記号はNEC漢字コード16

進で指定する。また，単一条件を全てスペースとした場合，複合条件記号の

“鴨”が1個表示されるのみである。

　以上の点から，実行パラメータ上では，FCTCDカードのキー項目がマーク

位置の上位から1，2，4と指定されているため（13カラム1，以下11，12カ

ラムは4，2）1と2にマーキングされた場合

　　　　　　　　　　　　　　　一94一



　　　　　　　　園園◎％

となる。これは，単一条件の二項自がスペースであるためウエイト3の複合条

件記号％が◎記号の直後に挿入されることになる。

　FCTCDカードの使用例

　　　　　　　　　　　表9　FCTCDカ～ドパラメータ

項　　名

シーケンスNO

ID

カラム薮l

　　　I
三 山 使屠例

・・21パラメ汐かドのシーケ・スを子綻 “02”であるこ1
と

1擦鎖．パラ・一・のmを縦

キー 11’v13

i　“FCTCD”
｝であること

　　　　　　と
文字数1　14’w15

用

K
W
I
C

上・中・下欄のどのマーキングをキ・一語と
して，扱うかの指定を行う　（13カラムi警は
かならず指定する。4，2，1のいずれかで
あること）

HKPテープ作成するときの1行中の文字
数を指定（“80”以下であること〉

・イ・ル1・画譲ノ懸まさ砺ン兀滞一ド

“421”

“80”

リ
ス
ト
周

“2334”

一画ill羅；欝参翻
ぺ二．・⊃25測鑓をはさむフ・ンクシ・ン’　漸

改　　行．

キ・ヤッリジ・

コントローール

　　　潭KPテーープ作斑，臆のところ丁丁l
　　　iをさせたい場合，原文中にあらかじめ，フ41N44
　　　財ンクシvaン・コードを挿入し，ここで指
　　　i定する

　　　　1原文中に任意のコードがあらわれたあと，i“5123”16iNso
　　　　i歪草肥準準高島象’トi蘇；；

　FCTCDカードでは，　KWICテープ作成のため，入カデータ中の題名，ペー

ジの検出，OMRシートマーーク位置のウエイトの設定，また，漂文マーク挿入

テープに対する印字形式を考慮した強弓的改行，改ページ処理用ファンクショ

ン・コ・一・ドの指定を行う。その地OMRシート上の余白部分をデータ対象から

削除するため，ブロック区切りコードと併用でファンクション・コード福定を

行う。

　（11－13カラム）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一95一



　OMRシートの各マーク位置に対し，ウエイトの措定とキーを設定するため

の項爲である。

　11カラムからの3カラムに対しては，1，2，4の任意の数字の組み合せが

指定でき，13カラム目に措定された数がキーとなる。またキー項隠4，2，1，

は文宇の長さの大→小に対応しているため，3種の単位の申で最小単位がキー

として指定される。4，1，2として登録：された場合は，キー語は2番目の長さ

の単位である中単位が指定される。

（14－15カラム）

　漢字プリンタで印字する一行当りの文宇数を揚結する。

（21－28カラム）

　KWICで使用される幽典情報のうち，題名，ページ情報をデータから識別す

るファンクション・コードを捲回する。ここで措定されたコードで囲まれた情

報は，KWIC用出力テープ出典情報として記録し，用例文中には表われない。

ただし，ページの場合，前後のコー・一ドを含め，5文字固定長，また題名の場合

17文字である。

　題名　／　星の王子さま　／

　ぺ6ジ　＃，　007葬

　名々／（スラント　・＝（2334）16），＃（イゲタニ（2432）エ6）コードは，事前にFCTCD

カード21～28カラムにNEC16進コードで指定されていなければならない。

（37－44カラム）

　原文マーク挿入プリント用強制改行，改ページコードの機能は，印字形式を

整えるため使用する。

（61－80カラム）

　のようなのでし：た．令
　E＝＝＝ヨE＝＝］　O篇篇　鵜ヨ　■＝＝3［＝＝■E＝＝ヨmeO　ε篇ヨE＝＝］E：＝：］ε＝＝］　＝］O　cr　SE　　3［＝コ　ε＝＝＝3ε灘E　　Y

　mE＝＝lE：：：］＝］E　lme繍eコE＝＝3men縢ur講江コE＝コE＝：＝3［＝コ白E　l巴二＝3ur！　■J

　me［　　3鳴［＝コE＝＝］E＝＝］に3　mu鶏E　：：］賦二A　ac一＝3E　　l　9　　］鶯鳴ε灘窯3環［＝■鳳ε漏臨

一96一



　OMRシート上に印字された文章が32文字以下の場合，文末以後に余白部分

が生じる。これをデータ処理の対象外とするため，余白部分省略部にコードを

指定する。措定可能なコードは，ブロック区切リコードとしてコード変換用テ

ーブルに登録されている7種の中から任意に3個揚定できる。コードが原文か

ら検出されるとコードから次の文頭までのスペースが削除される。また，入力

される原文テープ，付加情報テープのマッチング処理において，英字及び3桁

の数字によるデータ識別コードチェックが行われるが，照合不可の場合次のエ

ラーメッセージが出力される。

　1）原文テーープ　＜　付加情報テープ

　　　　　照合不可のデータを読みとばし，原文テープの識劉コードをライン

　　　　　プリンタに印字する。エラーメッセージは下記の項Hである。

　　　　　シーケンス番号，UM－G，データ識甥コード，3桁の識男播弩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，
　2）原文テープ　〉　付加情報テープ，

　　　　　ラインプリンタにエラ・’一メッセージを印字する。エラーサインは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　　　　　UM’Fo

　3）付舶情報テープにダブリコードがある場合。

　　　　　DUBL。以下同様。

　4）付加情報テ・一一一プのキー語の長さが，フィードの長さをオーバーした。エ

　　　　　ラーサインはOV－F。以下同様。

　その他プログラム終了時点で，入力データをカウントしリストを出力する。

　　　　　　　　　表lO　I（KNMATデータカウントリスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レコードイ隼1数：

　　　入力・・一・｛：器：器N）311

　　　膨・一・｛：：器器　、ll

一97一



7．2KKNEPTプログラムパラメータ機能

　　　　　　　　　　　表響　K：KNEDTパラメータリスト

01　SPE（　　　80　　20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱：5今O

Pk．感△P＿＿、登慾討．菰＿＿＿一」一一＿＿＿一、．

．g2，．”一．．”一一m．．．rr一．．．．2s‘，p263．72is，ar’C”／3．　．i：1’i’E　3C35　T・Ffts　．　r，7？」　342，7　2cr7

6S’　’”一’”一一’HM　rr一’‘”　’”　”’”一’　”’　”　’　”　’　pG－3r，ts－2
．e6．h．．．．．．　．in一一　P．6．一．L．一”．．．5DsAEf・，；lt’．　．．

07’ト引EAD　　　O2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？12F　　　　212D　　　　2三32　　　　26ら7

．Q貿L＿＿　　　　　　　　　＿．2≦≧鰻＿＿、＿‘2tst，昌、．．．＿．ユ二三う．．　　ヒ2聴F　　　　ら3！，纂　　　　222二　　．　3Ett　B　　．．　252工．．．＿＿．

09　　　　　　　　　ら34D　　　　2B5エ　　　　2736　　　　究う36　　　　2350　　　　39魂（二　　　　　　　　　　3巳ら6　　　　？3ら5
．lto．”tr一．”．一rnvrm．ma　．，　一一．2．35．P．．．　一．一3　s．2：e．．　．　r－b．5　c・　Ll，；C　h・　．，　．　．

1工　HεAO　　　G2
i2．“一一umum－mmrmrm．rmmH－mrittfu一一．u一一t一．一一”一一．一．．m．　t．　t　t　tt，　一　．．

13　　　　　　　　　284D22362237…13F2135223δ　　　　をLi3こ｝1239213（二21ら（｝223A　　．　　　　　　　　3⊂334226

．L4＿＿、＿＿＿＿＿＿．菱怨鱗阜双2a3呉タ録2三⊂汽⊇烹2つ24ド三σ4δ35三6　　　　　223ム弓65A25532F鮎293萎2．9tt　5－

15　2C25293B？．e4EEI：・：H
工亘．一♪iEメ￥P．．二＿．Q玉乙LO≦t6；～C29．．・　、，　　．T・2つ3　一　　　　　　　　　　　　？・F25　．　，

！7

ユ登＿．．．r雫．劉．．　，．．『，．，　．．．．　　　　　　　　7i）52畠

19　　　　　　　　　　　　　　　　41窪よ三㌧∴r…
ヨ¢一ερR且一p一；Q．3亘エ．Cl　”；　？K．1・3［・5t4：g・．　，一Zり5つ隣く二臓1が）5イ

～1麟D

表12　SPECカードパラメータ

項　目　名 1カラ畷 説 明 ｝二二

SEQ－NO

ID

プリント文字数

1一．2

i4Ns

UN12

必ず数字で昇順でなければならないが
SPACEの場合CHECKされない。
‘‘

rPEC△”と5桁で固定。

1ラインにプリントする文字数で最大80
文字までである。

プ　リ　ン　ト艦口数： か
P
る
K
す
H

ト
が
ン
る
り
あ
プ
で
行
能
。

何
町
る

を
で
な

タ
ま
と
［
行
で

デ
9
9
ま

に
る
行

ジ
す
必
一
定
り

ぺ
揚
よ

三
を
に

16
～
15

改ト

頁m
コ｝

ンル

左端位置
、、一，4i豊鯉際協敦差縮奪略
　　　i数で指定。

コード（16進） 35’v38
強制的に改ページを行わせるための入力
MT上のコーードを16ueで振冷する。

Ol

SPECA

80

20

指定してい
ない

イ　ン　プ　ッ　ト

レコードサイズ
51・一54

指定してい
ない

黙撫羅儲i糀1。。5。
CKする。　　　　　　　　　　　　　1

KKNEDTで使用されるパラメータは，入力データとなるLKW王Cレコード

を読み込み，項目の削除，変更によって，直接印字可能な印字イメージの磁気

一98一



テープファイルを作成することを目的とする。パラメータは四種あり，それぞ

れ印字形式の枠組詣定用パラメータ，ヘッダ・・一一印字用パラメータ，入力データ

に対する項目削除及び印字項霞への位置付け用パラメータ，また，カードの終

了を示すENDパラメータ等である。以下，パラメータの代表的な項目を説明

し，実際に実行されたパラメータリストについて解説する。

　SPECカードの機能はKK：NMATのDSPCDカードと同様，　出力印字イ

メージの大体の枠組みを指定する。

　（15－16カラム）

　三ページに印字する行数を指定する。2カラムで01から99まで指定可能であ

るが，

NEAC一　C　5210P漢字プリンタのハード上の制限により，実際使用可能な行数

は44行までである。また，ここで指定される行数の中には，ヘッダーで指定さ

れる行数は含まれない。

　　　　ヘッダー部印字行数：＋　用例文印宇行数　≦　44

の条件を満たすことが必要である。

（31－38カラム）

　このカラムで指定されるコードは，K：KNMAT，　FCTCDカードで指定され

た強制改行，改ページと対になって使用され，原文単位切り記号挿入テープの

印字調整用として用意されたものである。通常のKIWIC用例文を目的とする

印字の場合，使用しない。

（51一一54カラム）

　入力レコード長を変更する場合，カTドのさし換えと再コンパイルによっ

て，任意の長さに変更することができるが，現在使用しようとしているレコー

ドの長さをこのカラムで示す。プログラムによるチェックの対象とはなってい

ないが実行時の確認の意味を持つ。

　パラメータ使用例では，最大印字行数80字，1ページ当りの印字行数は20行

とした場合の例である。

　　　　　　　　　　　　　　　　一99一



HEADカードの使用例

表13　HEADカーードパラメータ

項　匿　名

SEQ－NO

ID

カラム数 月ユ・

・一2降己に蹴

使用例

　　　．102～王9

、．，｝羅雛雛騒、鵬、SP細AD。．
　　　lCEとずる。
　　　E

－
卜
唖ン
ン
リ
イ
プ
ラ

　　　1’一6。葛敏行数（AF・・’ER）肋を縦．（倶i

　　　　し00の時は改ペー・ジを褒す）
11一・12
　　　　HEADカーードの一枚鷺に必要，2枚目以
　　　　降はSPAC　Eとする。

H
E
A
D
I
N
G
用
漢
字
コ
…
ド

13’v16

17－20
1　21　”“24

i　a？’”？？

29””321
33一一36

37一一40

41N44
45　一一　49

1771soI

通常，16進でNEAC漢掌コードを指定す

るが次のur・一ドについては特男嬉の意味を

持つ。

‘‘｢△△△”→2F20（漢字スペース）

“KNJC”→1B3E（漢掌インコード）
‘‘

`NKC”→1B3F（漢字アウトコード）
‘‘

dNDH”→1ラインの最後に指定し，

　　後は漢字コードスペースとする。
‘‘

oG－n”→ページカウン1・を表示する

　　（nは桁位躍を示し1～5である）

2
R
3

A
り
0
0

　HEADカードでは，プログラム実行時に任意にヘッダーを搬定することを

9的とする。指定可能範囲は，ページの先頭行から10行である。またプログラ

ム内部でのページカウンタによって，5桁までのページ情報を，このヘッダー一

領域内に指定することができる。

（11－12カラム）

　ヘッダー印字用の改行，改ページ情報を措定する。ただし，00の場合は改ペ

ージ扱いとなる。改行数の捲定1～15はAFT£R処理となり，印字する前に掲

定行数をスキップする。

　（13－80カラム）

　カ・一ド1枚で指定できる字数は17字であるが，この中で，スペース，英数字モ

ード，1ラインの終了コードページカウント表示については，ニーモニックな
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記尋を使用することが可能である。1使用例では，HEADカードは，カード番

暑2～19までの18枚であるが，2枚Nのカードで，このヘッダーが漢字モード

で処理されることを示すKNJCが宣言されている。このヘッダーは表11のよう

に印字されるが，内容は，プログラム作成を外部に委託したさいの納入資料の

一部を使用したものである。16～19枚顕のカードで，KWIC索引用の各項

闘，段階，語，用例の名称を指定している。また，5，6枚Eのカードで，

PG－3，　PG－2，　PG護はこの用例集のペーージ指定の送り項陰を指定しており5

　FORMカードの使用例

　　　　　　　　　　　表纏　FORMカードパラメータ

項翔名 ］・霧 闇 弱｝

SEQ－NO

ID

い一・．

4－8

前記に同じ

ミFORM△、と5桁で圃定
3枚まで可能で2枚擦以降はSPACEと
する。

　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　iO1～15の改行数（AFTER）を指楚。

改行 ｻ9～10i騒蟹・翫醜響きこ腰で2棚

フ
リ
ン
ト
情
報

インプッ1・

左端位置

HKP
左端紘置

1王～14

15’v16

入カデータの編集する項隠の窟端位置

編集された出力データのアウトプット

使矯例

20

FORMA

Ol

プリント
文字数

プリント

モード

区断り

コード

プ
リ
ン
｝
報
情

17－18

19

20

0381

Ol

讐筑魏8碧磯誉たプ，．1
ト文字数）

02

そのフィール｝“の先頭におげるプリント
モ…一ド　　‘‘A”→ANKコ＿ド

　　　　“K”または“△”→漢字コード

この雪隠の区切りを示す

21一29

31－39

41”“49

51N59

6三～69

71－79

上記のプリント情報に同じ

　　　　！／

　　　　／1

　　　　f！

　　　　rz

　　　　／！

K

スペ・一ス
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桁のページカウントから下3桁を指定したものである。これは，5桁のカウン

タから任意の桁が三下可能であることを示している。

　FORMカードは，入力テープ上の各項騒をプリントイメージに編集するた

めの項闘，移動桁数，送り先き，印字モードの4項自を各移動単位ごとに指定

する。プリント情報は，カラム11～カラム20の10桁を1単位とし，カード1枚

7項目，最大カード3枚21項Eiまで掲定可能である。なお，出力印字イメージ

は，漢字プリンタの最左端より順次指定し，項昌間をあけることはゆるされな

い。なお，カラム9，10の改行数は，印掌される各行の改行掲定であり，扱

いは，1～15までのAFTER処理となる。

（11～14カラム）

　入力レコードの印字すべき項囲の左端位置を指定。最左端位：置は1である。

（15－16カラム）

　プリンタ用紙の左端を1とし，指定された数：宇のカラムから入力データ項爆

が挿入される。

（17－18カラム）

　入力データの転送項羅からの転送文字数を指定。

（19カラム）

　印字対象となる項臼の印字モードを指定。

　　　英数字モード：A　 漢宇モード：K

　表10より。

03810102K

03850404K二

03930904K

O1811665K二；

入力データの381バイトからの段落番弩2文字分（英数字モ

・一一一 hでは4バイト）をプリント領球のカラム1に転送。

385バイトからの文番号項目4文字分をプリント領域のカラ

ム4に転送。

393バイトからの語番号項閣4文字分をプリント領域のカラ

ム9に転送。

181カラムからの用例文項目65文字分をプリント領域のカラ

　　　　　　　　一　102　一



　　　　　　ム16に転送。

　ENDカードの使用例

　KKNEDTで使用されるパラメータの最後にENDカードを挿入する。これ

は必須である。

　　　　　　　　　　　表掲　ENDカードパラメーー占

断眺1・・剣 ρ
己

釜
一
口 明 1現在の使矯例

・EQ－N・i・一・睡己・・同・ 21

1D 4N8
‘‘

dND△△”と5桁で固定。
パラメーターカp・一一ドの最後に必要。 ENDAA

8．　結び

漢字プリンタとOMR装置を利用したターンアラウンドシステムの概要と有

効i生について述べてきたが，今後，漢字プリンタの開発についても従来の印字

装置としての単能機的装置から，情報または使用される媒体そのものについて

も再加工の道を考えるべきであろう。情報は，結局“乗り手”であり“乗せ手”

である媒体についてもコンピュータ処理では無視できないものとなるからであ

る。この点，システム的bこは一応威回したと思われるが，カードZiLびシートに

よる調査システムについて，問題となるのは，漢字の読みがな付け処理に効果

的方法がないことである。これは，作表，語の配列処理等に直接影響を与える

ことになる。システムとしては，資料から得られる情報は可能な限り残し，そ

れ以外の情報については，＼全て自動化の対象として扱っているためである。こ

こで提供されるデ闘タは，第一次資料となる未加工デーダのみである。ただし，

単位切り情報は，これらA次資料を使6て得られる第二次的資料であり，自動

化処理またはカード等によって与えられる情報もこれに栢当する。当然，読み

がな処理は第二次以後の処理の中に含まれる。

　その他，漢字プリンタ用ソフトウエアの開発に関しては，ハードウエアの導

入後3段階に分け，最初に最も重要なプログラム，例えば，印字処理，紙テープ

　　　　　　　　　　　　　　　一　100．　wi



コーード変換用プログラムを開発し，第2段階臼のプログラム納入までに，可能

な限りチェックを行う方法をとった。これによって，第3段階のプログラム納

入時には，重要プログラムほど，チェックされ，使いこまれる期間と回数が多

くなりシステムの安定性は増すことになる。同時に，eg　3段隠までに，各プロ

グラムの不用部分の面諭と必要な機能の挿入等プログラムの改良も可能とな

る。この方式の採用は，比較的新しいハードウエアのソフト面でのバックアヅ

プに対し通常の一括納入方式より効果的である。　　　　　　　　　　　　1

　最後に，このシステムの開発にあたって，フブコムハイタックの中鵬保行

氏，大日本印刷の坂巻照夫氏，賑本電気窟庁システム部の方々に大変おせわに

なった，深く感謝の意を表する。

（この報告は，3月24日に岩波ホール集会室において，　「漢字プリンタによる

ター“一ンアラウンドシステム」と題して発表したものに手を入れたものである）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1976．　6．　8．　）
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図11　漢字ディスプレイによる校正

＃o
モニタ用

RKPテープ

N－3200
K，D　E）　一E　D70

プロッターDレコーード

の挿入

＃1

KDPffl

HKPテープ

　　　　N　　　　　N　　　　　s　　　　　　N　　　　　　　s

　　　　　KD糊
r一一三）　HKPテ＿プ

：
畢　
1
　
霧
　
　
霧

　
　
　
犀

　
　
　
3

　
　
　
　
艦

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
匡

　
　
　
　
　
　
奪

　
　
　
　
　
　
　
塵

　
　
　
　
　
　
　
　
塵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
葺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膨

韓0
N
N“

KDP罵
疑KPテープ

N－3200
KDI）一CR70

＃．1

＃o

漢字
デイ．スブ．レイ

く季

KDP用
HKPテープ

　　　　N　　　　　N
　　　　　N　　　　　　N　　　　　　　N　　　　　　　　N

KDP馬
HKPテープ

＃o 一℃

N…一3200

1〈　1）　P一　ll：：　D70

｛i葦jE、タ難入され，た

ブロックの抽出

ee　ON．

　　　　　N　　　　　　N　　　　　　　N　　　　　　　　N
　　　　　　　　N　　　　　　　　　N

KD閃
HKPテープ

1甚
貿

KDI　．ffS

11モニタ用：i

HKPテープ

1晶．

x

N－3200
KD｝）一ED70

ブmックエD
レコードの肖lj除

｝…KP用

外字ドラム

＃’o

KT　一3200

NT－HKP－13 漢字プリント

モニタ罵

HKPテープ

些1

s
N

　s　　N　　　N

高速漢字プリンタ

ー℃

一106一



’図！2ひ陵癬よぴ灘プ・ルト
もロレ　　　　

i警ア．．レ

　　　及び

茎．．正一一8250

　　　　　　　「玉

膨：デー効職，

漢｛」‘：デーーク

　　tl

　tt
　tt
ノ

’i｛

漢字テtT一・一ク

華・・

　　PTイメージ

　　　テ・一ブ

．，　x；
　　　　　　×

1甚．

h

　N＃o

F　’1’　・f・メージ

　テープ

・v・．長；1評T7・

工

盤肖字h盤外字

コー一iご変換テーブル

N一一32eO

cly嘘搬7◎

　モニタ；1．｝

蜘事ブ

のC
義
一慰N《F

・
M
い
－

居
↑
的
笈

ご
一二

｝tK・歴

外宇ドラム・

’’ρ’
　
’

　
も

　
＼

　＼

＼
亀

1晶
曾

詳タニモ

プ
［
一
ア

K巨

0023」N

O辞ザ

3ユ｛PK涯｝TM

’一t

1芽
＼

モ・・y’獅

｝IKI：）テが

二”
’

1欝甥ン：．ト

高速漢字プリンタ

ー　le7　一



図13　◎MRターーンアラウンド処理の流れ
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　図16漢字プリンタ邸字例（サンテグジュペリ作　内藤濯訳　星の王子さま

　　　　岩波少年文庫より）

／星の王子さ管／黒

味房、ぎ源始林の。と確。た・、、，、tvとう。あ。磁と、・う，本の中で

，すばらしい絵を見たことがあります．それは，一びきのけものを，のみこもう

としている，ウワバミの絵でした．これガ，その絵のうっしてす．o
　その本には，　「ウワバミどいうものは，そのえじきをかまずに，まるごと，ぺ

‘ロリとのみこむ．すると，もう動けなく：なって，半年のあいだ，ねむっているか

，そのあいだに，のみこんだけものガ，腹のなかでこなれるのであるiと書いて

ありました．Q
　ぼくは，それを読んで，ジャングルのなかては，いったい，どんなことがおこ

るのだろうと，いろいろ考えてo
es　8：捧令

みました．そして，そのあげく，こんどは，色工ンピツてiぼくのはじめての絵
を，しゅびよくかきあげKした．ぼくの絵の第一号てす．それは，まえのページ

のようなのでした．／N
　ぼくは，轟たかだかと，その絵をおとなの人年ちの見せて，〈これ，こわくゑ

い？〉とききました。！き
　すると，おとなの人たおはくぼうしかなんてこわいものか〉といい表した．d
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’てした．おとなの人たちに，そういわれて，こんどは，これなら，なるほどとわ
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